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7故障かな？と思った
ときは

Express5800/ftサーバが思うように動かずに「故障かな？」と思ったときは、故障と疑う前にこの章を参照
してください。
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7-2

障害箇所の切り分け
万一、障害が発生した場合は、ESMPRO/ServerManagerを使って障害の発生箇所を確認し、障害がハー
ドウェアによるものかソフトウェアによるものかを判断します。
障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行います。

障害がハードウェア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、ESMPRO/
ServerManagerが便利です。

ESMPRO/ServerManager

サーバ/ワークステーション
の障害発生箇所、および障害
内容を確認
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ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

エラーメッセージ
Express5800/ftサーバになんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エ
ラーメッセージの種類について説明します。

ランプによるエラーメッセージ

Express5800/ftサーバの前面や背面、ハードディスクのハンドル部分にあるランプはさま
ざまな状態を点灯、点滅、消灯によるパターンや色による表示でユーザーに通知します。「故
障かな？」と思ったらランプの表示を確認してください。ランプ表示とその意味については
第2章をご覧ください。

液晶ディスプレイからのエラーメッセージ

Express5800/ftサーバの前面にある液晶ディスプレイは、Express5800/ftサーバの状態を
随時表示します。エラーが起きると液晶ディスプレイにはエラーメッセージが表示されま
す。
液晶ディスプレイに表示されるメッセージとその意味、対処方法について次の表に示しま
す。
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ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
p

m
e

T
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
p

m
e

T
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
告

警
常

異



7-7

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

示
　

表
U

T
A

T
S

プ
ン

ラ
ル

ー
ュ

ジ
モ

象
対

味
　

意
法

方
処

対
色

態
状

=
C

=

9
0

m
l

A
p

m
e

T
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
常

異
さ

だ
く

て
し

認
確

か
う

ど
か

い
な

い
て

し
着

付
が

リ
チ

や
埃

に
ン

ァ
フ

の
部

内
認

確
を

と
こ

る
い

て
れ

さ
続

接
に

実
確

が
ル

ブ
ー

ケ
の

ン
ァ

フ
部

内
、

た
ま

。
い

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

変
が

示
表

も
で

れ
そ

。
い

さ
だ

く
て

し
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に

0
0

m
l

A
t

l
o

V
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

下
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

2
0

m
l

A
t

l
o

V
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

限
下

値
)

（
常

異
P

C
C

V
告

警
）

7
0

m
l

A
t

l
o

V
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

上
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

9
0

m
l

A
t

l
o

V
1

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

限
上

値
)

（
常

異
P

C
C

V
告

警
）

0
0

m
l

A
p

m
e

T
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
2#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
告

警
常

異
さ

だ
く

て
し

認
確

か
う

ど
か

い
な

い
て

し
着

付
が

リ
チ

や
埃

に
ン

ァ
フ

の
部

内
認

確
を

と
こ

る
い

て
れ

さ
続

接
に

実
確

が
ル

ブ
ー

ケ
の

ン
ァ

フ
部

内
、

た
ま

。
い

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

変
が

示
表

も
で

れ
そ

。
い

さ
だ

く
て

し
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に

2
0

m
l

A
p

m
e

T
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
2#

U
P

C
度

温
な

的
命

致
の

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
p

m
e

T
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
2#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
p

m
e

T
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
2#

U
P

C
度

温
な

的
命

致
の

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
t

l
o

V
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

下
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

2
0

m
l

A
t

l
o

V
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

限
下

値
)

（
常

異
P

C
C

V
告

警
）

7
0

m
l

A
t

l
o

V
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

上
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

9
0

m
l

A
t

l
o

V
2

1
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

限
上

値
)

（
常

異
P

C
C

V
）

0
0

m
l

A
v

2
1

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V21

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
v

2
1

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V21

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

2
1

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V21

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

2
1

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V21

圧
電

(
値

限
上

)
常

異
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示
　

表
U

T
A

T
S

プ
ン

ラ
ル

ー
ュ

ジ
モ

象
対

味
　

意
法

方
処

対
色

態
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=
C

=

0
0

m
l

A
v

5
.

2
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5.2

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保

2
0

m
l

A
v

5
.

2
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5.2

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

5
.

2
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5.2

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

5
.

2
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5.2

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
s

v
0

.
5

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
s

v
0

.
5

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
s

v
0

.
5

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
s

v
0

.
5

+
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

n
e

k
o

r
b

2
U

P
C

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

U
P

C
障

故
ル

ー
ュ

ジ
モ

1
0

m
l

A
N

A
F

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
ン

ァ
フ

却
冷

1
告

警
常

異
さ

だ
く

て
し

認
確

か
う

ど
か

い
な

い
て

し
着

付
が

リ
チ

や
埃

に
ン

ァ
フ

の
部

内
認

確
を

と
こ

る
い

て
れ

さ
続

接
に

実
確

が
ル

ブ
ー

ケ
の

ン
ァ

フ
部

内
、

た
ま

。
い

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

変
が

示
表

も
で

れ
そ

。
い

さ
だ

く
て

し
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
2

0
m

l
A

N
A

F
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
ン

ァ
フ

却
冷

2
告

警
常

異

0
0

m
l

A
t

l
v

N
A

F
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
U

P
C

却
冷

ル
ー

ュ
ジ

モ
N

AF
圧

電
(

値
限

下
)

告
警

常
異

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

2
0

m
l

A
t

l
v

N
A

F
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
U

P
C

冷
ル

ー
ュ

ジ
モ

却
N

AF
圧

電
(

値
限

下
)

常
異

7
0

m
l

A
t

l
v

N
A

F
2

U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
U

P
C

却
冷

ル
ー

ュ
ジ

モ
N

AF
圧

電
(

値
限

上
)

告
警

常
異
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ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

示
　

表
U

T
A

T
S

プ
ン

ラ
ル

ー
ュ

ジ
モ

象
対

味
　

意
法

方
処

対
色

態
状

=
C

=

9
0

m
l
A
t
l
v
N
A
F

2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
却

冷
N

AF
圧

電
(

値
限

上
)

常
異

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

g
n
i
s
s
i
M

2
U
P
C

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

U
P

C
明

不
が

e
n
i
l
f
f
o

2
U
P
C

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

U
P

C
り

切
に

的
理

論
が

ル
ー

ュ
ジ

モ
る

て
れ

さ
離

tf
を

ル
ー

ュ
ジ

モ
、

は
た

ま
。

い
さ

だ
く

て
し

動
起

で
ィ

テ
リ

ィ
テ

ー
ユ

バ
ー

サ
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

直
し

装
実

び
再

、
て

い
抜

度
一

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

d
e
v
o
m
e
r

2
U
P
C

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

U
P

C
る

い
て

れ
外

が
ル

ー
ュ

ジ
モ

ジ
モ

、
は

た
ま

。
い

さ
だ

く
て

し
認

確
か

い
な

い
て

れ
外

が
ジ

ネ
の

ル
ー

ュ
ジ

モ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

直
し

装
実

び
再

、
て

い
抜

度
一

を
ル

ー
ュ

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

0
0

m
l
A

p
m
e
T

2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
(

値
限

下
)

告
警

常
異

さ
だ

く
て

し
認

確
か

う
ど

か
い

な
い

て
し

着
付

が
リ

チ
や

埃
に

ン
ァ

フ
の

部
内

認
確

を
と

こ
る

い
て

れ
さ

続
接

に
実

確
が

ル
ブ

ー
ケ

の
ン

ァ
フ

部
内

、
た

ま
。

い
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
、

は
合

場
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

2
0

m
l
A

p
m
e
T

2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
な

的
命

致
(

値
限

下
)

常
異

7
0

m
l
A

p
m
e
T

2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
(

値
限

上
)

告
警

常
異

9
0

m
l
A

p
m
e
T

2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
な

的
命

致
(

値
限

上
)

常
異

0
0

m
l
A

p
m
e
T

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l
A

p
m
e
T

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l
A

p
m
e
T

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l
A

p
m
e
T

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
1#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l
A
t
l
o
V

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

下
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

2
0

m
l
A
t
l
o
V

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

下
)

（
常

異
P

C
C

V
）

7
0

m
l
A
t
l
o
V

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

上
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

9
0

m
l
A
t
l
o
V

1
2
U
P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
1#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

上
)

（
常

異
P

C
C

V
）
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=
C

=

0
0

m
l

A
p

m
e

T
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
2#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
告

警
常

異
さ

だ
く

て
し

認
確

か
う

ど
か

い
な

い
て

し
着

付
が

リ
チ

や
埃

に
ン

ァ
フ

の
部

内
認

確
を

と
こ

る
い

て
れ

さ
続

接
に

実
確

が
ル

ブ
ー

ケ
の

ン
ァ

フ
部

内
、

た
ま

。
い

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

変
が

示
表

も
で

れ
そ

。
い

さ
だ

く
て

し
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に

2
0

m
l

A
p

m
e

T
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
2#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
p

m
e

T
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
2#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
p

m
e

T
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
2#

U
P

C
度

温
の

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
t

l
o

V
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

下
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

2
0

m
l

A
t

l
o

V
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

下
)

（
常

異
P

C
C

V
）

7
0

m
l

A
t

l
o

V
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

滅
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

上
)

常
異

（
P

C
C

V
告

警
）

9
0

m
l

A
t

l
o

V
2

2
U

P
C

ー
バ

ン
ア

灯
点

U
P

C
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
2#

U
P

C
圧

電
作

動
(

値
限

上
)

（
常

異
P

C
C

V
）

=
D

=

F
F

O
-

C
D

灯
消

－
C

D
が

源
電

FF
O

態
状

の

!
t

s
e

u
q

e
R

P
M

U
D

灯
消

－
P

M
U

D
求

要
チ

ッ
イ

ス
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保

=
F

=

g
n

i
s

s
e

c
o

r
P

B
R
F

灯
消

－
T

S
O

P
中

行
実

S
O/

中
動

起
。

す
ま

い
て

し
作

動
常

正

=
M

=

1
1

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

1#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

M
MI

D
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
。

す
で

要
必

が
換

交

2
1

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

2#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

3
1

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

3#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

4
1

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

4#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

1
2

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

1#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

2
2

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

2#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

3
2

r
r

E
-

U
y

r
o

m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

3#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ
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=
M

=

4
2

r
r
E
-
U

y
r
o
m
e
M

緑
滅

点
U

P
C

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

4#
M

MI
D

の
ti

B2
ー

ラ
エ

M
MI

D
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
。

す
で

要
必

が
換

交

=
O

=

m
l
A

n
w
o
d
t
u
h
s

S
O

灯
消

－
ム

イ
タ

の
マ

イ
タ

ク
ッ

ド
チ

ッ
ォ

ウ
ン

ウ
ダ

ト
ッ

ャ
シ

る
よ

に
ト

ウ
ア

(致
的

命
)

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

=
P

=

0
0

m
l
A

v
2
1
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V21

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保

2
0

m
l
A

v
2
1
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V21

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l
A

v
2
1
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V21

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l
A

v
2
1
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V21

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l
A
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l
A
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l
A
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l
A
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0
m
l
A
s
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0
m
l
A
s
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0
m
l
A
s
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0
m
l
A
s
v
3
.
3
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l
A
v
0
.
5
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V5

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l
A
v
0
.
5
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l
A
v
0
.
5
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
V5

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l
A
v
0
.
5
+

1
I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

1
0

R
R
E
P

s
u
B

1
I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

I
C

P
ス

バ
ytira

P
ー

ラ
エ
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=
P

=

1
0

R
R

E
S

s
u

B
1

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

I
C

P
ス

バ
ti

B1
ー

ラ
エ

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

1
0

m
l

A
N

A
F

1
I

C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
告

警
常

異
ン

ァ
フ

却
冷

さ
だ

く
て

し
認

確
か

う
ど

か
い

な
い

て
し

着
付

が
リ

チ
や

埃
に

ン
ァ

フ
の

部
内

認
確

を
と

こ
る

い
て

れ
さ

続
接

に
実

確
が

ル
ブ

ー
ケ

の
ン

ァ
フ

部
内

、
た

ま
。

い
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
、

は
合

場
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

e
n

i
l

f
f

o
1

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

I
C

P
離

り
切

に
的

理
論

が
ル

ー
ュ

ジ
モ

る
て

れ
さ

tf
を

ル
ー

ュ
ジ

モ
、

は
た

ま
。

い
さ

だ
く

て
し

動
起

で
ィ

テ
リ

ィ
テ

ー
ユ

バ
ー

サ
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

直
し

装
実

び
再

、
て

い
抜

度
一

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

d
e

v
o

m
e

r
1

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
1#

I
C

P
る

い
て

れ
外

が
ル

ー
ュ

ジ
モ

ジ
モ

、
は

た
ま

。
い

さ
だ

く
て

し
認

確
か

い
な

い
て

れ
外

が
ジ

ネ
の

ル
ー

ュ
ジ

モ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

直
し

装
実

び
再

、
て

い
抜

度
一

を
ル

ー
ュ

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

0
0

m
l

A
p

m
e

T
1

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
度

温
(

値
限

下
)

告
警

常
異

さ
だ

く
て

し
認

確
か

う
ど

か
い

な
い

て
し

着
付

が
リ

チ
や

埃
に

ン
ァ

フ
の

部
内

認
確

を
と

こ
る

い
て

れ
さ

続
接

に
実

確
が

ル
ブ

ー
ケ

の
ン

ァ
フ

部
内

、
た

ま
。

い
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
、

は
合

場
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

2
0

m
l

A
p

m
e

T
1

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
度

温
な

的
命

致
(

値
限

下
)

常
異

7
0

m
l

A
p

m
e

T
1

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
度

温
(

値
限

上
)

告
警

常
異

9
0

m
l

A
p

m
e

T
1

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

1#
度

温
な

的
命

致
(

値
限

上
)

常
異

0
0

m
l

A
v

2
1

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V21

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保

2
0

m
l

A
v

2
1

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V21

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

2
1

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V21

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

2
1

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V21

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

3
.

3
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

0
0

m
l

A
s

v
3

.
3

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
s

v
3

.
3

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
s

v
3

.
3

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異
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ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

示
　

表
U

T
A

T
S

プ
ン

ラ
ル

ー
ュ

ジ
モ

象
対

味
　

意
法

方
処

対
色

態
状

=
P

=

9
0

m
l

A
s

v
3

.
3

+
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V3.3

圧
電

(
値

限
上

)
常

異
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保

0
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5

圧
電

(
値

限
下

)
告

警
常

異

2
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
下

)
常

異

7
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
V5

圧
電

(
値

限
上

)
告

警
常

異

9
0

m
l

A
v

0
.

5
+

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
な

的
命

致
V5

圧
電

(
値

限
上

)
常

異

1
0

R
R

E
P

s
u

B
2

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

I
C

P
ー

ラ
エ

ィ
テ

リ
パ

の
ス

バ

1
0

R
R

E
S

s
u

B
2

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

I
C

P
の

ス
バ

ti
B-1

ー
ラ

エ

1
0

m
l

A
N

A
F

2
I

C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
告

警
常

異
ン

ァ
フ

却
冷

さ
だ

く
て

し
認

確
か

う
ど

か
い

な
い

て
し

着
付

が
リ

チ
や

埃
に

ン
ァ

フ
の

部
内

認
確

を
と

こ
る

い
て

れ
さ

続
接

に
実

確
が

ル
ブ

ー
ケ

の
ン

ァ
フ

部
内

、
た

ま
。

い
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
、

は
合

場
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

e
n

i
l

f
f

o
2

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

I
C

P
離

り
切

に
的

理
論

が
ル

ー
ュ

ジ
モ

る
い

て
れ

さ
tf

を
ル

ー
ュ

ジ
モ

、
は

た
ま

。
い

さ
だ

く
て

し
動

起
で

ィ
テ

リ
ィ

テ
ー

ユ
バ

ー
サ

い
な

ら
わ

変
が

示
表

も
で

れ
そ

。
い

さ
だ

く
て

し
直

し
装

実
び

再
、

て
い

抜
度

一
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
、

は
合

場

d
e

v
o

m
e

r
2

I
C
P

緑
滅

点
I

C
P

ル
ー

ュ
ジ

モ
2#

I
C

P
る

い
て

れ
外

が
ル

ー
ュ

ジ
モ

ジ
モ

、
は

た
ま

。
い

さ
だ

く
て

し
認

確
か

い
な

い
て

れ
外

が
ジ

ネ
の

ル
ー

ュ
ジ

モ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

直
し

装
実

び
再

、
て

い
抜

度
一

を
ル

ー
ュ

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保

、
は

合
場

い
な

ら
わ

0
0

m
l

A
p

m
e

T
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
(

値
限

下
)

告
警

常
異

さ
だ

く
て

し
認

確
か

う
ど

か
い

な
い

て
し

着
付

が
リ

チ
や

埃
に

ン
ァ

フ
の

部
内

認
確

を
と

こ
る

い
て

れ
さ

続
接

に
実

確
が

ル
ブ

ー
ケ

の
ン

ァ
フ

部
内

、
た

ま
。

い
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保
、

は
合

場
い

な
ら

わ
変

が
示

表
も

で
れ

そ
。

い
さ

だ
く

て
し

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

2
0

m
l

A
p

m
e

T
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
な

的
命

致
(

値
限

下
)

常
異

7
0

m
l

A
p

m
e

T
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

滅
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
(

値
限

上
)

告
警

常
異

9
0

m
l

A
p

m
e

T
2

I
C
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

I
C

P
ル

ー
ュ

ジ
モ

2#
度

温
な

的
命

致
(

値
限

上
)

常
異

m
l

A
r

o
j

a
M

r
e

w
o
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

ト
ッ

ニ
ユ

源
電

2/1#
ム

ー
ラ

ア
ー

ャ
ジ

メ
源

電
な

的
命

致
。

い
さ

だ
く

て
し

絡
連

に
社

会
ス

ビ
ー

サ
守

保

f
f

o
-

r
e

w
o
P

灯
消

－
FF

O
C

D
態

状
の

－

m
l

A
t

n
C

n
O

r
e

w
o
P

ー
バ

ン
ア

灯
点

ト
ッ

ニ
ユ

源
電

2/1#
系

ル
ー

ロ
ト

ン
コ

ー
ワ

パ
な

的
命

致
障

故
の

C
A

、
は

合
場

い
な

ら
わ

変
が

示
表

も
で

れ
そ

。
い

さ
だ

く
て

し
認

確
を

ル
ブ

ー
ケ

。
い

さ
だ

く
て

し
絡

連
に

社
会

ス
ビ

ー
サ

守
保
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表
　
示

S
T
A
T
U
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
P
=

P
o
w
e
r
U
n
i
t
A
l
m
0
1

ア
ン
バ
ー

点
滅

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#1

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
故
障
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

P
o
w
e
r
U
n
i
t
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
滅

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#2

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
故
障
警
告

P
r
e
d
i
c
t
i
v
e
A
l
m
0
1

ア
ン
バ
ー

点
滅

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#1

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
異
常
警
告

P
r
e
d
i
c
t
i
v
e
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
滅

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#2

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
異
常
警
告

P
S
0
1
r
e
m
o
v
e
d

ア
ン
バ
ー

点
滅

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#1

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#1
が
外
れ
て
い
る

P
S
0
2
r
e
m
o
v
e
d

ア
ン
バ
ー

点
滅

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#2

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
#2
が
外
れ
て
い
る

=
S
=

S
S
R
P
r
o
c
e
s
s
i
n
g

消
灯

－
リ
カ
バ
リ
リ
ブ
ー
ト
中

D
U
M
P
採
取
中
で
す
。

=
W

=

W
D
T
t
i
m
e
o
u
t

消
灯

－
ウ
ォ
ッ
チ
ド
ッ
ク
タ
イ
マ
の
タ
イ
ム

ア
ウ
ト
発
生
(致

命
的
)

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

フロッピーディスクドライブの故障を
示すメッセージ

Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX
:

CPU=Pentium III Processor XXX MHz
0640K System RAM Passed
0127M Extended RAM Passed
WARNING
02B0: Diskette drive A error.

:

Press <F1> to resume, <F2> to setup

ヒント�

第2章に記載されているPOSTのエラーメッセージ一覧はExpress5800/ftサーバ単体のもの
です。マザーボードに接続されているオプションのSCSIコントローラボード、ディスクア
レイコントローラボードに搭載されているBIOSのエラーメッセージとその対処方法につい
てはオプションに添付のマニュアルを参照してください（Express5800/ftサーバのマザー
ボードにSCSIコントローラが搭載されている場合はこれらのメッセージも含まれていま
す）。

POST中のエラーメッセージ

Express5800/ftサーバの電源をONにすると自
動的に実行される自己診断機能「POST」中に何ら
かの異常を検出すると、ディスプレイ装置の画
面にエラーメッセージが表示されます（場合に
よってはその対処方法も表示されます）。次の表
に、画面に表示されるメッセージとその意味、
対処方法を示します。

ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

0020 ksiDdexiFeruliaF クスィデドーハ
。ーラエ

)a( のーュニメプッアトッセ
。すでスミ定設　

)b( し障故がクスィデドーハ
。すまいて　

UPC)c( 故がドーボルーュジモ
。すまいてし障　

ICP)d( 故がドーボルーュジモ
。すまいてし障　

)a( のーュニメプッアトッセ
。いさだくてべ調を定設　

)b( し換交をクスィデドーハ
。いさだくて　

UPC)c( 交をドーボルーュジモ
。いさだくてし換　

ICP)d( 交をドーボルーュジモ
。いさだくてし換　

0120 yeKkcutS 続接ドーボーキ
。ーラエ

。すで良不続接のドーボーキ )a( くてし直し続接をドーボーキ
　 。いさだ
)b( さだくてし換交をドーボーキ

　 。い
)c( ICP 交をドーボルーュジモ

。いさだくてし換　

1120 rorredraobyeK 。ーラエドーボーキ まいてし障故がドーボーキ
。す

)a( を態状続接のドーボーキ
。いさだくてし認確　

)b( くてせさ動起再をバーサ
。いさだ　

ICP)c( 交をドーボルーュジモ
。いさだくてし換　

2120 deliaFrellortnoCdraobyeK トンコドーボーキ
。ーラエラーロ

故がラーロトンコドーボーキ
。すまいてし障

3120 kcolnU-dekcoldraobyeK
hctiwsyek

クッロがドーボーキ
。るいてれさ

いてれさクッロがドーボーキ
。すま

し除解をクッロのチッイスーキ
。いさだくて

0220 tonseodepytretinoM
PUTESnuR-SOMChctam

が類種のタニモ
SOMC なてっ合と

。い

。すでスミ定設の類種タニモ )a( かーュニメプッアトッセ
ら　 eulaVtluafeDteG ん選を

。いさだくで　
SOMC)b( だくてしアリクを
。いさ　
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

0320 tadeliaFMARmetsyS
tesffo

MAR のムテスシ
。ーラエ

MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

1320 tadeliaFMARwodahS
tesffo

MARwodahS ラエの
。ー

MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

2320 tadeliaFMARdnetxE
enilsserdda

張拡 MAR 。ーラエの MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

3320 gniximepytyromeM
detceted

在混が類種のリモメ
。るいてし

の類種う違 MMID ートスンイが
。すまいてれさル

CEN るす奨推の MMID し換交に
。いさだくて

4320 rorreCCEtib-elgniS 1 トッビ CCE 。ーラエ MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

5320 rorreCCEtib-elpitluM 2 トッビ CCE 。ーラエ MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

0520 -daedsiyrettabmetsyS
PUTESnurdnaecalpeR

寿リテッバムテスシ
。命

MARvN で命寿がリテッバの
。す

UPC てし換交をドーボルーュジモ
。いさだく

1520 muskcehcSOMCmetsyS
noitarugifnoctluafeD-dab

desu

SOMC サクッェチの
。ーラエム

MARvN 。すまいてし障故が )a( をーュニメプッアトッセ
。いさだくてし定設再　

ICP)b( 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

2520 -dabmuskcehcdrowssaP
deraelcdrowssaP

ッェチのドーワスパ
。ーラエムサク

MARvN 。すまいてし障故が )a( でーュニメプッアトッセ
くてし定設再をドーワスパ　

。いさだ　
ICP)b( 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

0620 rorreremitmetsyS エのマイタムテスシ
。ーラ

UPC ドーボルーュジモ し障故が
。すまいて

UPC てし換交をドーボルーュジモ
。いさだく

0720 rorrekcolcemitlaeR CTR 。ーラエ CTR 。すまいてし障故が UPC てし換交をドーボルーュジモ
。いさだく

1720 gnittesemitdnaetadkcehC トッセの刻時と付日
。ーラエ

CTR 障故が定設刻時と付日の
。すまいてし

)a( でーュニメプッアトッセ
だくてし定設を刻時と付日　

。いさ　
ICP)b( 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

0820 -etelpmocnitoobsuoiverP
desunoitarugifnoctluafeD

に常正が動起の回前
。いないてし了終

定設のーュニメプッアトッセ
。すでスミ

を定設のーュニメプッアトッセ
。いさだくてし認確

0B20 rorreAevirdetteksiD クスィデーピッロフ
ブイラド A 。ーラエの

ブイラドクスィデーピッロフ A
。すでーラエの

ブイラドクスィデーピッロフ A
。いさだくてし換交を

2B20 nur-epytAevirDtcerrocnI
PUTES

ブイラド A 間が類種の
。るいてっ違

定設のーュニメプッアトッセ
。すでスミ

し定設をーュニメプッアトッセ
。いさだくて

0D20 ehcaC-rorreehcacmetsyS
delbasid

UPC エのュシッャキ
。ーラ

UPC)a( 。すまいてし障故が
UPC)b( ドーボルーュジ 障故が

。すまいてし　

UPC)a( さだくてえ換り取を
。い　
UPC)b( 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

B1B0 nororrEmetsySICP
noitcnuF/eciveD/suB

ICP ムテスシのスバ
。ーラエ

ICP まいてし障故がスイバデ
。す

ICP)a( し換交をドーボスイバデ
。いさだくて　

ICP)b( うもをドーボスイバデ
さだくてし直け付り取度一　

。い　
ICP)c( を定設のドーボスイバデ

。いさだくてし直りや　

C1B0 nororrEytiraPICP
noitcnuF/eciveD/suB

ICP ィテリパのスバ
。ーラエ

ICP まいてし障故がスイバデ
。す

22B0 fotuodellatsnierasUPC
redro

1UPC 。障故の UPC 。すまいてし障故が UPC 。いさだくてし換交を

42B0 fotuodellatsnierasMMID
redro

MMID 。障故の MMID 。すまいてし障故が MMID 。いさだくてし換交を

62B0 sserddACAMdilavnI
detceted

CAMteS 。敗失に理処 CAMteS 、時 tuoemiT2BRF が
まし敗失にえ換き書、し生発

。たし

し換交をドーボルネパトンロフ
。いさだくて
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

62B0 sserddACAMdilavnI
detceted

CAMteS 。敗失に理処 CAMteS 、時 tuoemiT2BRF が
まし敗失にえ換き書、し生発

。たし

し換交をドーボルネパトンロフ
。いさだくて

82B0 rossecorPdetroppusnU
1rossecorPnodetceted

セロプのトーポサ未
サッ )UPC( 付り取を

るいてけ

サッセロプのトーポサ未
)UPC( が 1rossecorP り取に

。すまいてれらけ付

るいてしトーポサが置装本 UPC
。いさだくてし換交に

92B0 rossecorPdetroppusnU
2rossecorPnodetceted

セロプのトーポサ未
サッ )UPC( 付り取を

るいてけ

サッセロプのトーポサ未
)UPC( が 2rossecorP り取に

。すまいてれらけ付

るいてしトーポサが置装本 UPC
。いさだくてし換交に

03B0 mralA1#NAFUPC
derrucco

。ーラエのンァフ )a( っまたがミゴに中のンァフ
。すまいて　

)b( 。すまいてし障故がンァフ
UPC)c( 故がドーボルーュジモ

。すまいてし障　

)a( さだくてし換交をンァフ
。い　
UPC)b( 交をドーボルーュジモ

。いさだくてし換　
)c( くし正をルブーケのンァフ

。いさだくてし続接　
13B0 mralA2#NAFUPC

derrucco

23B0 mralA3#NAFUPC
derrucco

。ーラエのンァフ )a( っまたがミゴに中のンァフ
。すまいて　

)b( 。すまいてし障故がンァフ
ICP)c( 故がドーボルーュジモ

。すまいてし障　

)a( さだくてし換交をンァフ
。い　
ICP)b( 交をドーボルーュジモ

。いさだくてし換　
)c( くし正をルブーケのンァフ

。いさだくてし続接　

74B0 emitdnaetadgnissiM
noitazinorhcnys

CMB の時日で信通間
。いなれとが期同

CMB の時日りよに常異信通間
。すまいてれ壊が定設の

)a( だくてし動起再をムテスシ
。いさ　
PUTES)b( し直し定設を時日で

。いさだくて　
は合場いなら直もでれそ ICP

ルーュジモ をドーボ くてし換交
。いさだ

07B0 gnirudderruccororreehT
gnidaerrosneserutarepmet

故のサンセり取み読
。障

suBMS)a( し障故がスイバデ
。すまいて　

suBMS)b( まいてし障故が
。す　

suBMS)a( だくてしクッェチを
。いさ　

ICP/UPC)b( ドーボルーュジモ
し換交をルネパトンロフか　

。いさだくて　

17B0 fotuoerutarepmetmetsyS
egnaR

。昇上度温な常異 )a( 。すまいてし障故がンァフ
ICP/UPC)b( ルーュジモ ドーボ

。すまいてし障故が　

)a( さだくてし除掃をンァフ
。い　

)b( さだくてし換交をンァフ
。い　

)c( ICP/UPC ルーュジモ をドーボ
。いさだくてし換交　

08B0 deliaFtseTyromeMCMB CMB のスイバデ
。障故

CMB 。すまいてし障故が ICP ルーュジモ をドーボ てし換交
。いさだく

18B0 aerAedoCerawmriFCMB
deliafkcehcCRC

28B0 eruliaferawdraHerocCMB

38B0 kcehcFBOroFBICMB
deliaf

CMB のでスセクア
。障故

48B0 teseRdeussiCMB
deliaftub,dnammoC

teseRmetsyS

CMB ムテスシるよに
なし能機がトッセリ

。い

CMB きがドンマコトッセリの
でトッセリをムテスシ、ずか

。んせまき

ICP ルーュジモ をドーボ てし換交
。いさだく

09B0 noitamrofnImroftalPCMB
detpurrocaerA

CMB のスイバデ
。障故

CMB 。すまいてし障故が ICP ルーュジモ をドーボ てし換交
。いさだく

19B0 erawmrifetadpuCMB
detpurroc

29B0 CMBfoaerAesUlanretnI
detpurrocURF

MORS シーャシの
。ーラエの報情

MORS)a( 。すまいてし障故が
CMB)b( 。すまいてし障故が
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

39B0 yrotisopeRRDSCMB
ytpme

CMB のスイバデ
。障故

CMB 。すまいてし障故が ICP ルーュジモ をドーボ てし換交
。いさだく

49B0 tonodsenillangisBMPI
dnopser

CMS 。障故の

59B0 eruliafecivedURFCMB MORS シーャシの
。障故の報情

69B0 yrotisopeRRDSCMB
eruliaf

CMB のスイバデ
。障故

79B0 eruliafecivedLESCMB

89B0 wolfrevOLESCMB LES ーバーオの
。ーロフ

(LES グロトンベイムテスシ )
てしこ起をーロフーバーオが

。すまい

いなの要必 LES だくてし除削を
。いさ

0BB0 daeratadMORS-SOIBMS
rorre

MORS の中り取み読
。ーラエ

MORS)a( 。すまいてし障故が
)b( がドーボルネパトンロフ

。すまいてし障故　

し換交をドーボルネパトンロフ
。いさだくて

1BB0 atadMORS-SOIBMS
dabmuskcehc

MORS クッェチの
。ーラエのムサ

0DB0 sserddaecivedsuBMSts1
degdelwonkcaton

ICP ドーボルーュジモ
＃1 の上 suBMS 故の
。障

。すまいてし障故がドーボ各 )a( てし認確を続接のルブーケ
。いさだく　

)b( さだくてし換交をドーボ各
。い　1DB0 rorrrEecivedsuBMSts1

detceted
2DB0 tuoemitsuBMSts1

3DB0 sserddaecivedsuBMSdn2
degdelwonkcaton

UPC ーボルーュジモ
＃ド 1 の上 suBMS の
。障故4DB0 rorrrEecivedsuBMSdn2

detceted
5DB0 tuoemitsuBMSdn2
6DB0 sserddaecivedsuBMSdr3

degdelwonkcaton
UPC ーボルーュジモ
＃ド 2 の上 suBMS の
。障故7DB0 rorrrEecivedsuBMSdr3

detceted
8DB0 tuoemitsuBMSdr3

2EB0 sserddaecivedsuBMSht7
degdelwonkcaton

ルネパクッバ / ンロフ
上ドーボルネパト

の suBMS 。障故の3EB0 rorrrEecivedsuBMSht7
detceted

4EB0 tuoemitsuBMSht7

5EB0 sserddaecivedsuBMSht8
degdelwonkcaton

ICP ドーボルーュジモ
＃2 の上 suBMS 故の
。障6EB0 rorrrEecivedsuBMSht8

detceted
7EB0 tuoemitsuBMSht8
00C0 rorrestropertolipmoR

xxrebmun
tolipmoR の中化期初

。ーラエ
PUTES)a( 。すでスミ定設の

ICP/UPC)b( ルーュジモ
。すまいてし障故がドーボ　

tolipmoR)a( だくてし成構再を
。いさ　

)b( ICP/UPC ルーュジモ をドーボ
。いさだくてし換交　

tonmoRnoisnapxE
dezilaitini

張拡 MOR の中化期初
。ーラエ

PUTES 。すでスミ定設の PUTES ンョシプオいな要必で
の ICP 張拡のドーカ MOR 開展の

。いさだくてし止禁を
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

metsySdilavnI
ataDnoitarugifnoC

のムテスシ成構器機
。障故

PUTES)a( 。すでスミ定設の
ICP/UPC)b( ルーュジモ

。すまいてし障故がドーボ　

PUTES)a( の teseR
　 ataDnoitarugifnoC を seY

くてしアリクを定設てしに　
。いさだ　
ICP/UPC)b( ルーュジモ

ドーボ　 を さだくてし換交
。い　

metsySruoY:ECITON
siylppuSrewoPtnadnudeR

derugifnocton

電な長冗がムテスシ
し載搭をトッニユ源

。いないて

suBMS)a( し障故がスイバデ
。すまいて　

suBMS)b( まいてし障故が
。す　

)a( てし認確を続接のルブーケ
。いさだく　

)b( さだくてし換交をルブーケ
。い　

)c( ICP/UPC ルーュジモ をドーボ
。いさだくてし換交　

tcilfnoCecruoseR ICP 不の成構スーソリ
。正

PUTES 。すでスミ定設の PUTES 直し定設を成構器機で
。いさだくてし

ataDnoitarugifnoCmetsyS
rorredaeR

ターデ成構ムテスシ
。ーラエドーリの

PUTES)a( 。すでスミ定設の
ICP/UPC)b( ルーュジモ

。すまいてし障故がドーボ　

PUTES)a( の teseR
　 ataDnoitarugifnoC を seY

くてしアリクを定設てしに　
。いさだ　
ICP/UPC)b( ルーュジモ

ドーボ　 を さだくてし換交
。い　

ataDnoitarugifnoCmetsyS
rorreetirW

ターデ成構ムテスシ
。ーラエトイラの

tonQRI:gninraW
derugifnoc

TNIICP 。正不の成構 PUTES 。すでスミ定設の PUTES さだくてし直し定設で
。い
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ビープ音によるエラー通知

POST中のエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。
たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った(ビープコード：
1-3-1-1)ときはDRAMリフレッシュテストエラーが起きたことを示します。

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。

ドーコプービ 味　意 法方処対

3-2-2-1 MOR ーラエムサクッェチ し絡連に社会スビーサ守保
、て UPC 交をドーボルーュジモ

。いさだくてし換

4-2-1-1 CEXEMOR ーラエドーコ MMID てし認確を態状け付り取の
いなら直、もでれそ。いさだく
絡連に社会スビーサ守保は合場

、てし MMID 、 UPC ルーュジモ
。いさだくてし換交をドーボ

1-1-3-1 MARD ーラエトステュシッレフリ

3-1-3-1 ーラエラーロトンコドーボーキ だくてし直し続接をドーボーキ
合場いなら直、もでれそ。いさ

し絡連に社会スビーサ守保は
、て UPC 交をドーボルーュジモ

。いさだくてし換

1-3-3-1 いるあ。いなきで出検をリモメ
、は MMID るな異がプイタの

MMID てし認確を態状け付り取の
いなら直、もでれそ。いさだく
絡連に社会スビーサ守保は合場

、てし MMID 、 UPC ルーュジモ
。いさだくてし換交をドーボ

MMID てし認確を態状け付り取の
いなら直、もでれそ。いさだく
絡連に社会スビーサ守保は合場

、てし MMID 、 UPC ルーュジモ
。いさだくてし換交をドーボ

2-3-3-1 reganaMyromeMTSOP 定設期初の
ーラエ

1-4-3-1 MAR ーラエスレドア

3-4-3-1 WOLMAR ーラエターデトイバ

1-1-4-1 HGIHMAR ーラエターデトイバ

3-3-4-1 EHCHC ーラエ出検 し絡連に社会スビーサ守保
、て UPC 交をドーボルーュジモ

。いさだくてし換1-3-2-2 ーラエトステみ込り割正不

3-2-1-2 THGIRYPOC ーラエクッェチ

2-1 SOIBOEDIV ーラエ化期初の 示表もになに置装イレプスィデ
イレプスィデ、は合場いなれさ
確を態状け付り取のタクネコの
直、もでれそ。いさだくてし認
社会スビーサ守保は合場いなら

、てし絡連に UPC ボルーュジモ
。いさだくてし換交をドー

たし設増 ICP ョシプオのドーボ
ン MOR 場いなれさ示表が開展の

、は合 ICP 態状け付り取のドーボ
もでれそ。いさだくてし認確を
スビーサ守保、は合場いなら直

、てし絡連に社会 UPC ーュジモ
、ドーボル ICP ーボルーュジモ
たし設増、ド ICP し換交をドーボ
。いさだくて

ンョシプオ MOR ーラエ化期初

ンョシプオ MOR ーラエ開展
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Linuxのエラーメッセージ

Express5800/ftサーバは障害などが発生すると、コンソール画面にメッセージを表示しま
す。また、同様の内容が、システムログとして記録されます。
以下に、syslogメッセージおよびコンソール上のメッセージ、その意味、対処方法を示しま
す。

ジーセッメ 明説のジーセッメ 法方処対

TF ［ on.ved ］ XELPUDotXELPMISetatspo XELPMIS 。たしまし化重二らか態状 。すまいてし作動常正

TF ［ on.ved ］ XELPUDotENILNOetatspo 。たしまし化重二らか態状ンイランオ

TF ［ on.ved ］ XELPUDotGNIZILAITINIetatspo 。たしまし化重二らか態状化期初

TF ［ on.ved ］ XELPUDotNEKORBetatspo 。たしまし化重二らか態状障故

TF ［ on.ved ］ SCITSONGAIDotGNIZILAITINIetatspo しまりなに態状断診らか態状化期初
。た

TF ［ on.ved ］ ENILNOotGNIZILAITINIetatspo りなに態状ンイランオらか態状化期初
。たしま

TF ［ on.ved ］ ENILFFOotENILNOetatspo に態状ンイラフオらか態状ンイランオ
。たしまりな

TF ［ on.ved ］ DESSAP_SCITSONGAIDotSCITSONGAIDetatspo 。たしまし了終を断診

TF ［ on.ved ］ GNIZILAITINIotNWONKNUetatspo 処化期初らか態状いないてれさ化期初
。たしまし行移に理

TF ［ on.ved ］ NEKORBotENILNOetatspo まりなに態状障故らか態状ンイランオ
。たし

絡連に社会スビーサ守保
。いさだくてし

TF ［ on.ved ］ YTPMEotNWONKNUetatspo まりなに態状続接未が置装の明不態状
。たし

TF ［ on.ved ］ DELIAF_PUGNIRBNEKORBotGNIZILAITINIetatspo 。たしまし敗失に動起のスイバデ 。すまし直し動起、度再
合場いなし動起もでれそ
に社会スビーサ守保、は

。いさだくてし絡連

TF ［ on.ved 　　　　］ stolsICPgnizilaitinirorreofni TOLSICP 。たしまし敗失に化期初の るす当該 TOLSICP 機に
れけないてれさ続接が器
うそ。んせまりあ題問ば
がドーボ、は合場いなで
あがれそおるいてし障故
会スビーサ守保。すまり
。いさだくてし絡連に社

ofniTF 　　　　　　　 atadlabolgetacollaotelbanu 、めたるいてし足不がリモメ TF ラド
。んせまきでドーロがバイ

が要必るす設増をリモメ
スビーサ守保。すまりあ

さだくてし絡連に社会
。い

ofniTF 　　　　　　　 noigernacscceetacollaotelbanu

ofniTF 　　　　　　　 esabataderawdrahetacollaotelbanu

ofniTF 　　　　　　　 dnuoftonecivedICPpmahc TF まし生発がーラエで部内バイラド
。たし

絡連に社会スビーサ守保
。いさだくてし

ofniTF 　　　　　　　 rorrenoitazilaitinirevird TF しまし敗失に化期初のバイラド
。た

ofniTF 　　　　　　　 gnitixeddm 、はバイラド・トンラレトトルーォフ
いてしルーロトンコをムテスシやはも

。んせま
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サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ

ESMPRO/ServerAgentやESMPRO/ServerManager、GAMSeverなどExpress5800/ft
サーバ専用の管理ツールをExpress5800/ftサーバや管理PCへインストールしておくと、何
らかの障害が起きたときに管理PCやExpress5800/ftサーバに接続しているディスプレイ装
置から障害の内容を知ることができます。

各種アプリケーションのインストールや運
用方法については第5章、またはオンライ
ンドキュメントを参照してください。
ESMPROを使ったシステム構築や各種設
定の詳細についてはオンラインヘルプや別
売の「ESMPROシステム構築ガイド」で詳
しく説明されています。
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トラブルシューティング
Express5800/ftサーバが思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って
Express5800/ftサーバをチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その
後の確認、処理に従ってください。
それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録してから、保
守サービス会社に連絡してください。

Express5800/ftサーバについて

電源がONにならない

□ 電源がExpress5800/ftサーバに正しく供給されていますか？
→ 電源コードがExpress5800/ftサーバの電源規格に合ったコンセント（または

UPS）に接続されていることを確認してください。
→ Express5800/ftサーバに添付の電源コードを使用してください。また、電源

コードの被覆が破れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確
認してください。

→ 接続したコンセントのブレーカがONになっていることを確認してください。
→ UPSに接続している場合は、UPSの電源がONになっていること、およびUPS

から電力が出力されていることを確認してください。詳しくはUPSに添付のマ
ニュアルを参照してください。
また、Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティでUPSとの
電源連動機能の設定ができます。
<確認するメニュー: 「System Hardware」 → 「AC-LINK」→ 「Power On」>

→ 電源ユニットにある電源ユニットPOWERスイッチがONになっていることを確
認してください。

□ POWERスイッチを押しましたか？
→ Express5800/ftサーバ前面にあるPOWERスイッチを押して電源をON
（POWERランプ点灯）にしてください。

□ 電源ユニットは正しく取り付けられていますか？
→ Express5800/ftサーバの背面の電源ユニットが正しく取り付けられていること

を確認してください。電源ユニットにあるランプの表示状態で電源ユニットの
状態を確認することができます。

□ CPU/PCIモジュールは正しく取り付けられていますか？
→ Express5800/ftサーバにCPU/PCIモジュールが正しく取り付けられているこ

とを確認してください。CPU/PCIモジュールはハンドルにあるネジで確実に固
定してください。
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電源がOFFにならない

□ POWERスイッチの機能を無効にしていませんか？
→ いったんExpress5800/ftサーバを再起動して、BIOSセットアップユーティリ

ティを起動してください。
<確認するメニュー:「Security」→「Power Switch Mask」→「Unmasked」>

POSTが終わらない

□ メモリが正しく搭載されていますか？
→ 最低1枚のDIMMが搭載されていないと動作しません。

□ 大容量のメモリを搭載していますか？
→ 搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ

ります。しばらくお待ちください。

□ Express5800/ftサーバの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？
→ 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、POSTは誤ってキーボードコン

トローラの異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、BIOSの起動メッセー
ジなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないよう注意して
ください。

□ Express5800/ftサーバで使用できるメモリ・PCIカードを搭載していますか？
→ NECが指定する機器以外は動作の保証はできません。

内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しない）

□ ケーブルは正しく接続されていますか？
→ インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されていること

を確認してください。また接続順序が正しいかどうか確認してください。

□ 電源ONの順番を間違っていませんか？
→ 外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、Express5800/ftサー

バの順に電源をONにします。

キーボードやマウスが正しく機能しない

□ ケーブルは正しく接続されていますか？
→ Express5800/ftサーバ背面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認

してください。

□ BIOSの設定を間違えていませんか？
→ Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティでキーボードの機

能を変更することができます。BIOSセットアップユーティリティで設定を確認
してください。
<確認するメニュー: 「Advanced」 → 「Keyboard Features」>
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フロッピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みが）できない

□ フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットしていますか？
→ フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んでくだ

さい。

□ 書き込み禁止にしていませんか？
→ フロッピーディスクのライトプロテクトスイッチのノッチを「書き込み可」に

セットしてください。

□ フォーマットしていますか？
→ フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたディスクを

フォーマットしてください。

上記のいずれかの方法でもアクセスできない場合は、/dev/hdbを使用して、再度
アクセスできるか試してください。

>mount /dev/hdb /mnt/floppy

CD-ROMにアクセスできない

□ CD-ROMドライブのトレーに確実にセットしていますか？
→ トレーにはCD-ROMを保持するホルダーがあります。ホルダーで確実に保持さ

れていることを確認してください。

□ Express5800/ftサーバで使用できるCD-ROMですか？
→ Macintosh専用のCD-ROMは使用できません。

上記のいずれかの方法でもアクセスできない場合は、/dev/hdaを使用して、再度
アクセスできるか試してください。

>mount /dev/hda /mnt/cdrom

ハードディスクにアクセスできない

□ Express5800/ftサーバで使用できるハードディスクですか？
→ NECが指定する機器以外は動作の保証はできません。

□ ハードディスクは正しく取り付けられていますか？
→ ハードディスクのハンドルにあるレバーで確実のロックしてください。不完全

な状態では、内部のコネクタに接続されません（8-7ページ参照）。また、正しく
接続されている場合、Express5800/ftサーバの電源がONの間、ハードディス
クにあるランプが点灯します。
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SCSI機器（内蔵・外付け）にアクセスできない

□ Express5800/ftサーバで使用できるSCSI機器ですか？
→ NECが指定する機器以外は動作の保証はできません。

□ SCSIコントローラ（オプション含む）の設定を間違えていませんか？
→ オプションのSCSIコントローラボードを搭載し、SCSI機器を接続している場

合は、SCSIコントローラボードが持つBIOSセットアップユーティリティで正
しく設定してください。詳しくはSCSIコントローラボードに添付のマニュアル
を参照してください。

□ SCSI機器の設定を間違えていませんか？
→ 外付けSCSI機器を接続している場合は、SCSI IDや終端抵抗などの設定が必要

です。詳しくはSCSI機器に添付のマニュアルを参照してください。
→ Express5800/ftサーバ背面にあるSCSIコネクタに外付けSCSI機器を接続して

いない場合は、添付の終端抵抗コネクタを取り付けてください。Express5800/
ftサーバ内部で接続されているSCSI機器のSCSI接続は背面の終端抵抗コネクタ
で終端されます。

□ SCSIドライバが対象機器を認識していますか？
→ SCSIドライバが対象機器を認識しているか、以下のコマンドを実行して確認し

てください。

>cat /proc/scsi/scsi

□ 該当SCSI機器に対応するドライバがカーネルにロードされていますか？
→ 該当SCSI機器に対応するドライバがカーネルにロードされているか、以下の

コマンドを実行して確認してください。

>lsmod

OSを起動できない

□ フロッピーディスクをセットしていませんか？
→ ディスクを取り出して再起動してください。

□ EXPRESSBUILDERをセットしていませんか？
→ EXPRESSBUILDERを取り出して再起動してください。

□ OSが破損していませんか？
→ fsckによる修復を試してみてください（7-34ページ）。

□ Liloを使用していますか？
→ /etc/lilo.confが正しく設定されているか確認してください。

Linuxを正しくインストールできない

□ インストール時の注意事項を確認していますか？
→ インストール時の注意事項を再度確認してください。

□ 正しい手順でインストールしていますか？
→ インストール手順を再度確認し、正しい手順でインストールしてください。
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OSの動作が不安定

□ カーネルを変更していませんか？
→ 一般カーネル向けの修正物件を適用するなど、インストールされているカーネ

ルを変更していないか確認してください。

障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で設定どおりに動作しない

→ 障害発生時に「自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動する
場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起動して
ください。

ネットワーク上で認識されない

□ ケーブルを接続していますか？
→ Express5800/ftサーバにあるネットワークポートに確実に接続してください。

また、使用するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したもの
であることを確認してください。

□ BIOSの設定を間違えていませんか？
→ Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティで内蔵のLANコン

トローラを無効にすることができます。BIOSセットアップユーティリティで設
定を確認してください。
<確認するメニュー: 「Advanced」 → 「Option Rom」 → 「On Board LAN」>

□ 転送速度の設定を間違えていませんか？
→ Express5800/ftサーバに標準で装備されている内蔵のLANコントローラは、

転送速度が100Mbpsと10Mbpsのどちらのネットワークでも使用することが
できます。接続しているHubと転送速度やデュプレックスモードが同じである
ことを確認してください。

□ リンクケーブルが接続されていますか？
→ リンクケーブルが接続されていることを確認してください。

□ リンクが確立していますか？
→ リンクが確立していることを確認してください。

□ インタフェースが活性になっていますか？
→ vndctlコマンドを使用して、インタフェースが活性になっていることを確認し

てください。
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エラーが発生しました。�
エラーコード [ XX ]�

終了します。�

確認�

EXPRESSBUILDERについて

EXPRESSBUILDERからExpress5800/ftサーバを起動できない場合は、次の点について確
認してください。

□ POSTの実行中にEXPRESSBUILDERをセットし、再起動しましたか？
→ POSTを実行中にEXPRESSBUILDERをセットし、再起動しないとエラーメッセージ

が表示されたり、OSが起動したりします。

□ BIOSのセットアップを間違えていませんか？
→ Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティでブートデバイスの起動

順序を設定することができます。BIOSセットアップユーティリティでCD-ROMドラ
イブが最初に起動するよう順序を変更してください。
<確認するメニュー:「Boot」>

EXPRESSBUILDER実行中、何らかの障害が発生すると、
右のようなメッセージが表示されます。エラーコードを記
録して保守サービス会社に連絡してください。
エラーコードと意味は次のとおりです。

エラーコード 原因と処理方法

MC EXPRESSBUILDERの対象マシンではありません。対象マシンで実行してく
ださい。

NV 不揮発性メモリ(NvRAM)にアクセスできません。

PT ハードディスクが接続されていないか、ハードディスクが異常です。ハード
ディスクが正常に接続されていることを確認してください。

FL フロッピーディスクが読み書きできない可能性があります。新しいフロッ
ピーディスクに交換して、再度実行してください。

この他にもシステム診断を実行したときに障害を検出するとエラーメッセージが表示されま
す。表示されたメッセージをメモまたはプリントアウトし、保守サービス会社までご連絡く
ださい。
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マスターコントロールメニューについて

オンラインドキュメントが読めない

□ HTMLブラウザが正しくインストールされていますか？
→ オンラインドキュメントは、HTML文書です。あらかじめHTMLブラウザ
（Internet Explorer 5.x以降）をご使用のオペレーティングシステムへインストー
ルしておいてください。

□ HTMLファイルの関連付けは正しいですか？
→ オンラインドキュメントはCD-ROM上のローカルファイルをアクセスします。

Internet ExplorerとNetscape Communicatorが共存しているとHTML文書の
拡張子（.htm、.html）がブラウザに正しく関連付けられていないことがありま
す。次の手順で（Internet Explorer 5.0の場合）関連付けを設定してください。

1. Internet Explorerを起動する。
2. Internet Explorerのメニューから、[ツール]－[インターネットオプション]

を選択する。
3. [プログラム]タブをクリックし、[Webの設定のリセット]ボタンをクリック

する。
4. 確認のダイアログボックスが現れるので[はい]ボタンをクリックする。

□ Adobe Acrobat Readerが正しくインストールされていますか？
→ オンラインドキュメントの文書の一部は、PDFファイル形式で提供されていま

す。あらかじめAdobe Acrobat Reader（Version 4.05以上）をご使用のオペ
レーティングシステムへインストールしておいてください。なお、Adobe
Acrobat Readerは、EXPRESSBUILDERからインストールすることができま
す。マスターコントロールメニューを起動後、［ソフトウェアのセットアップ］
の［Adobe  Acrobat Reader］を選択してください（インストール後、Acrobat
Readerを起動して使用許諾契約書に同意してからご使用ください）。

オンラインドキュメントの画像が見にくい

□ ご使用のディスプレイは、256色以上の表示になっていますか？
→ ディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見にくくなります。256色

以上の表示ができる環境で実行してください。

マスターコントロールメニューが表示されない

□ ご使用のシステムは、Windows NT 4.0以降、またはWindows 95以降ですか？
→ CD-ROMのAutorun機能は、Windows 2000、およびWindows NT 4.0、

Windows 95以降でサポートされた機能です。それ以前のバージョンでは自動
的に起動しません。ご注意ください。

□ <Shift>キーを押していませんか？
→ <Shift>キーを押しながらCD-ROMをセットすると、Autorun機能がキャンセ

ルされます。

□ システムの状態は問題ありませんか？
→ システムのレジストリ設定やCD-ROMをセットするタイミングによってはメ

ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、CD - ROMの
¥MC¥1ST.EXEをエクスプローラ等から実行してください。
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ESMPROについて

ESMPRO/ServerAgent（Linux）について

→ 5-32ページ以降の説明を参照してください。

ESMPRO/ServerManagerについて

→ 5 - 3 2 ページ以降の説明を参照してください。また、添付のC D - R O M
「EXPRESSBUILDER」内のオンラインドキュメント「ESMPRO/ServerManagerイ
ンストレーションガイド」でトラブルの回避方法やその他の補足説明が記載されて
います。参照してください。
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障害情報の採取
万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。

重要�

ⓦ 以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員から情報採取の
依頼があったときのみ採取してください。

ⓦ 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表
示されることがありますが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット
し、もう一度起動すると、障害情報が正しく採取できません。

syslogの採取

LinuxのLogファイルは、テキスト形式で以下のディレクトリに作成されます。

/var/log/

Express5800/ftサーバのLogファイルも通常のLinuxと同様に、このディレクトリに作成さ
れます。

メモリダンプの採取

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。

重要�

保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているときに操
作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。

採取のための準備

DUMPスイッチを押してダンプを実行した後にExpress5800/ftサーバをリセットできなく
なる場合があります。この場合、強制シャットダウン（4-37ページ参照）でExpress5800/ft
サーバを強制的にリセットしなければならなくなりますが、BIOSセットアップユーティリ
ティ「SETUP」の「Security」メニューの「Power Switch Mask」を「Masked」に設定しておく
と、POWERスイッチの機能が無効になるため、強制シャットダウンができなくなります。
万一の場合、強制シャットダウンでExpress5800/ftサーバをリセットできるように次の手
順に従ってExpress5800/ftサーバの設定を変更しておいてください。

1. Express5800/ftサーバの電源をONにして、BIOSセットアップユーティリティ「SETUP」を起動
する（4-2ページ参照）。

2. 「Security」メニューの「Power Switch Mask」を「UnMasked」に設定する。

3. 設定内容を保存して、SETUPを終了する。
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メモリダンプの採取

障害が発生し、メモリダンプを採取したいときにDUMP
スイッチを押してください。スイッチを押すときには金属
製のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばして代用可）をス
イッチ穴に差し込んでスイッチを押します。
スイッチを押すと、メモリダンプは設定されている保存先
に保存されます（CPUがストールした場合などではメモリ
ダンプを採取できない場合があります）。

重要�

つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用
しないでください。

DUMPスイッチ

ダンプスイッチ押した後、システムがリブートし、メモリダンプを採取します。
以下に画面メッセージ（例）を示します。

FT［0］ opstate INITIALIZING to DUMPING
map=/boot/System.map, vmdump=/proc/ft/bb/cpu0/dump, outfile=stdout, kerntypes= /boot/Kerntypes
Please wait..............［ OK ］
.Starting console mouse services:（no mouse is configured）
Starting FreeWnn:....［ OK ］
Starting cannaserver:［ OK ］
Starting crond:.［ OK ］
Starting xfs:.［ OK ］
Starting ESMIS:［ OK ］
Starting ESMps:［ OK ］
Starting anacron:［ OK ］
Starting bmcfwups:［ OK ］
..Creating live system dump...
map=live_map.0, vmdump=live_vmdump.0, kerntypes=live_Kerntypes.0
Writing dump header...
Writing dump pages............
Dump complete.
>> >>
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IPMI情報のバックアップ

IPMI情報を採取します。情報を採取するためには、ESMPRO/ServerAgentがインストール
されていなければなりません。

1. root権限のあるユーザーでログインする。

2. ESMPRO/ServerAgentがインストールされているディレクトリに移動する。

特に指定していない場合は「/opt/nec/esmpro_sa」にインストールされています。

ここでは「/opt/nec/esmpro_sa」にインストールされているとして説明します。

cd /opt/nec/esmpro_sa

3. ツールが格納されているディレクトリに移動する。

cd bin

4. 以下のコマンドを実行する。

./rasutil --file <ファイルパス> --comment <コメント>

<ファイルパス>: 情報を保存したいファイルのパスを指定します。ファイル名は8.3形式で指
定します。省略すると、ESMPRO/ServerAgentがインストールされてい
るディレクトリの下のlog/ipmi.datに出力します。

<コメント>: 一緒に出力したい情報を記述します。コメントは255バイトまで指定するこ
とができます。

指定した場所に情報が出力されます。
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システムの修復
ディスク障害が起きたときのRAID復旧手順については、第3章の「RAIDの設定（内蔵ディスク）」（3-26ペー
ジ）を参照してください。

ブート時にfsckが起動し、途中で停止してしまった場合は、rootでログイン後、fsckを各mdデバイスに対
して試みてください。

>fsck -y /dev/md＊

＊: md番号


